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１ はじめに

古代インドには，山や森といった大自然の中でくらす，アータヴィカや

シャバラ等と呼ばれる非アーリア系の種族がいた。前者は森林において狩

猟採集生活をおくる人々であったが，しばしば略奪者，破壊者となり人々

を襲ったため非常に恐れられ，彼らを懐柔する政策がとられた程であっ
⑴

た。

また後者は中部インド及びデカン地方に住む山地種族であり，卑賤な人々

とみなされていたようであ
⑵

る。これらの種族は古代インドのヴァルナ制度

ではその枠外
⑶

か，あるいは，その下部組織に置か
⑷

れ，アーリア社会に属さ

ないものとして，ヒンドゥー正統派にとっては否定的な意味をもっていた

と えられる。

その一方で仏教は，これらの種族の人々や彼らのイメージを自らの中に

取り込んでいっ
⑸

た。仏教ではヒンドゥー正統派やそれを取り巻く社会にお

いて否定的な意味をもつものを取り入れ，それに肯定的な意味を新たに付

与することがしばしば見られ
⑹

る。そこにはヒンドゥー正統派が否定的対象

として蔑視し，嫌悪し，また恐れるものを敢えて取り込むことにより，ヒ

ンドゥーとの違いを際立たせ，かつヒンドゥー側に衝撃を与えてそれに対

抗する力をつけるという，したたかな意図があったように思える。本稿で
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取り上げる葉衣観自在のモデルとなったシャバラ族のイメージもそのよう

な意図から仏教に取り入れられたと想像される。

葉衣観自在の原語 パルナシャバリー は， 木の葉を着けたシャバラ

族の女 を意味し，シャバラ族のイメージをその基盤とす
⑺

る。初期密教経

典の パルナシャバリー陀羅尼 にはパルナシャバリーが女神として説か

れており，それは食肉鬼の女を意味する ピシャーチー や，不可触賤民

の女を意味する チャンダーリー という語で呼びかけられてい
⑻

る。この

ことはパルナシャバリーの原初形態が畏怖すべきものであり，かつヒンド

ゥー正統派にとって否定的な意味をもつものであったことを示唆している。

その一方で，この陀羅尼には，パルナシャバリー女神が災難を除き病魔

や鬼霊を退治する職能をもつことが説かれてお
⑼

り，女神は肯定的な意味を

付与されている。このように，シャバラ族のイメージは，ヒンドゥー正統

派にとって否定的な意味をもっていたが，仏教では除災に効能のあるパル

ナシャバリー女神として展開した。そしてさらにこの女神は観自在菩薩へ

と昇格し，葉衣観自在となった。

本稿では否定的な意味をもつものとして捉えられていたシャバラ族のイ

メージが仏教に受容され，如何に新たな意義をもつものとして創造された

のか，という視点から葉衣観自在の図像を取り上げたい。それによって山

や森といった大自然の中にくらしていた種族に関して，ヒンドゥー正統派

とは異なる仏教の捉え方を知ることができると思う。

なお仏教に取り入れられた二つのレヴェルのパルナシャバリーを区別し，

女神としてのパルナシャバリーをパルナシャバリー女神，観自在としての

パルナシャバリーを葉衣観自在と呼ぶ。また パルナシャバリー という

名称そのものはもっていなくとも，それに類する名称をもち，かつ図像学

的な類似性からこの女神を基盤にして成立したとみられる観自在について
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は，これを広い意味での葉衣観自在と捉えたい。

さて従来の研究，例えば飛鷹全隆氏の論 パルナシャバリーについ

て 等によって，三面六臂の忿怒形のパルナシャバリー女神や一面四臂の

寂静な姿の葉衣観自在等が指摘されている。しかし広義での葉衣観自在を

含めれば，これらの研究によっても未だ取り上げられていない図像があり，

そこには仏教においてシャバラ族のイメージが如何に受容されたのかとい

う問題を知る上で注目される点が見られる。

それは シャバラ族の男のようなローカナータの観想法 （北京版 西蔵

大蔵経 5106番）に説かれ，図像には二臂像と六臂像の二種がある。本稿

ではこれらの図像に焦点をあて，従来の研究で知られているパルナシャバ

リー女神や葉衣観自在の図像と比較してその図像学的な特色を 察する。

その上で，シャバラ族のイメージが，この観想法の図像において，如何に

新たな意義をもつものとして創造されているのかという点について指摘し

たい。

さて，シャバラ族の男のようなローカナータの説明に入る前に，パルナ

シャバリー女神や葉衣観自在の図像学的特徴について，従来の研究で知ら

れているものを含め，分類・整理し概観しておきたい。なお紙面の都合に

より，図像の詳細については割愛する。

２ パルナシャバリー女神の図像

仏教に取り入れられたパルナシャバリー女神には，次に述べる二臂像，

四臂像，六臂像がある。

まず二臂像には少なくとも四例見い出される。その中の三例は，いずれ

も パンチェンラマのサーダナマーラー （通称リンヘン）所収の観想法に
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説かれている。例えば131番の観想法の赤パルナシャバリーは，右手に金

剛を持ち，左手で期剋印を示し，展左の脚勢をとる等，忿怒尊の姿をして

いる。また133番の黒パルナシャバリーは，斧と木の葉を持ち，展左の脚

勢で死体をあさるカンカ鳥に住し，忿怒相を示す。さらに134番の緑パル

ナシャバリーは，寂静な姿で孔雀の座に坐し，孔雀の羽と薬草の入った容

器を持
⑽

つ。

一方チベット木版画図像集 諸尊諸菩薩聖像賛 には，焰髪で忿怒相を

示し，三戟と木の葉を持ち，遊戯坐で坐す姿が描かれている。

次に四臂像には少なくとも三例見られる。例えばインド密教の観想法の

集成である サーダナマーラー （SM）のバッタチャルヤ校訂本148番に

説かれた尊容の一つは，恐怖を呼びさます姿で，右手に各々金剛と斧を持

ち，左手の一つで期剋印を示しながら 索を持ち，もう一つで木の葉の束

を持つ。また菩提流志訳 一字仏頂輪王経 所説の尊容は， 索，斧，宝

菓を持ち，施無畏印を示す。さらに リンヘン 132番の尊容は喜怒相を

示し，右手で各々神木の枝と果実，斧を持ち，左手で 索，払子を持つ。

次に六臂像には少なくとも八例見られる。例えば SM 148番の尊容の一

つは，三面で三眼を付け，阿 仏の化仏を頂く。手の特徴には二臂像や四

臂像にも見られた金剛，斧， 索，期剋印，木の葉の束の他に，新たに弓

と矢が加わる。また木の葉の束の衣を着け，足元には障害となるものを展

左の脚勢で踏みつけている。一方 SM 149番の尊容は，三面六臂で不空成

就を頂く。持物，印相については148番と同様である。足元には病魔と死

神を踏みつける。

他方脚勢を除く手の特徴について，SM の六臂像とほぼ同様のものが，

マーヤージャーラ・マハータントララージャ や リンヘン 130番の尊

容にもみとめられる。さらに手の特徴の一部や脚勢は異なるが，上述の
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SM の尊容に近いものが， 諸尊諸菩薩図像賛 や慈寧宮，宝相楼旧所蔵

のブロンズ像に見い出される。

さらにまた六臂像の作例にはダッカ博物館所蔵のものが二例あり，これ

らはほとんど同様の姿をしている。三面で，右手に各々金剛，矢，鈎を持

ち，左手の一つで期剋印を示し，残りの手で各々弓，木の葉を持つ。脚勢

は展左で病魔や死神と推定される像を踏みつける。これらの図像の特徴は

概ね上述の SM の六臂像にも見い出される。

以上のごとく，パルナシャバリー女神には少なくとも二臂像，四臂像，

六臂像がある。とりわけ SM に説かれた六臂像には，木の葉の束や衣等，

森に住むシャバラ族を示唆する図像学的特徴とともに，死神や病魔を足下

に踏みつけ調伏する特徴が説かれており，救済尊としての性格が顕著に表

現されている。

３ 葉衣観自在の図像

これまでの研究では二臂像と四臂像が知られている。まず二臂像には，

少なくとも三例見られる。例えば不空訳 摂無礙大悲心大陀羅尼経 に，

微笑し，右手で蕾の蓮華を持ち，左手で説法印を示す姿が説かれている。

また胎蔵現図曼荼羅の尊容は，右手で棒と左手で索を持つ。 覚禅鈔 の

尊容は，右手に棒を持ち，左手で施願手（与願印）を示す。さらに 仏神

霊像図彙 に収められた三十三観音の図では手のしぐさは不明であるが，

観自在は木の葉の付いた衣を纏い，岩の上に坐す。

次に四臂像には五例程見られる。まず不空訳 葉衣観自在菩薩経 の姿

は，天女形で，右手の一つで吉祥菓を持ち，もう一つで施願手を示し，左

手で各々斧と 索を持つ。これと同系統のものは 阿沙縛抄 ， 覚禅鈔 ，
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図像抄 といった日本の白描図像集にも見られる。いずれも寂静な姿で

阿弥陀や無量寿仏の化仏を付ける。

このように葉衣観自在には，いずれも寂静な姿の二臂像と四臂像が見ら

れる。

４ シャバラ族の男のようなローカナータ の図像

この観自在は シャバラ族の男のようなローカナータの観想法 （チベ

ット語名 ’jig rten mgon po ri khrod pa’i sgrub thabs）に説かれている。観想

法は，北京版5106番に収録されているが，東北帝国大学法文学部編 西蔵

大蔵経総目録・索引 や プトン仏教史 目録部には見当たらない。また

観想法の著者名，訳者名は伝わっていない。観自在のサンスクリット名は，

チベット文字で Lokanathasawaraと音写されており，サンスクリットと

しては Lokanathasavaraに還元することができる。この名称に含まれる

savaraという語は sabaraと同義であり，また sabaraは sabaraに由来

する語であるので，savara はシャバラ族を意味するものと えて差し支

えないだろう。このことは，チベット名に見える ri khrod pa が sabara

に対応する訳語であることからも裏付けられる。なお Lokanatha はイン

ド密教では，観自在の別名として知られている。

このような名称から，この観自在は，パルナシャバリー女神を男神へと

転換し，さらに観自在として昇格させたものと えられる。このことは後

で述べる図像学的な特徴からも支持される。

さてこの観想法には二臂像と六臂像が説かれている。最初に六臂像が，

次に脇侍を伴う二臂像が述べられている。

六臂像は三面で，各々の面は赤，緑，黄色である。右手に，金剛，斧，
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剣を持ち，左手に，鈴， 索，梵天の頭を持つ。また周囲は結界され，光

の金剛の網や頭蓋骨に取り囲まれ，金剛 で打たれている。さらに山と恐

ろしい森があり，自らの家は木の葉と根が多く吊り下がる。

この三面六臂像は，先述したパルナシャバリー女神に見られる忿怒の姿

の三面六臂像と類似する。例えば SM 148番の六臂像と比べれば，三面六

臂であるという点の他に，その三面の中，二面が赤，黄色であること，ま

た右手に金剛と斧，さらに左手に 索を持つ点が共通する。なおパルナシ

ャバリー女神に見られる木の葉の束や弓矢は，この観自在の持物にはない

が，それらは，剣，鈴，梵天の頭に置き換わっている。また梵天の頭を持

ち，頭蓋骨に取り囲まれると説かれているように，忿怒尊の性格をもつ。

このような諸特徴から，この観自在は，三面六臂の忿怒形のパルナシャ

バリー女神の諸特徴を部分的に抽出し新たな特徴を加え，観自在として作

り変えたものではないかと えられる。またこの姿に，ヒンドゥー正統派

にとって否定的な意味をもつシャバラ族のイメージを読み取ることができ

る。例えば梵天の頭を持つ点は，この観自在がヒンドゥーの対抗勢力であ

ることを示唆している。また山や森，木の葉と根の吊り下がった家という

諸特徴は，山地に住む種族であることを表わしている。

一方この観自在の姿には，病魔や死神を踏みつける脚勢は説かれていな

いが，三面六臂の女神と同様に，忿怒の姿で災禍となるものを降す救済尊

としての性格をもつと えられる。というのは，この観自在の観想法の後

半に，病や毒といった災禍を降す真言が説かれているからである。

このように，この六臂の観自在はヒンドゥー正統派にとって否定的な意

味をもつシャバラ族のイメージを基盤としながら，災禍となるものを降す

救済尊としての性格をもつ。これは，上述した三面六臂のパルナシャバリ

ー女神の延長線上にあるものと解される。
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他方二臂像やそれを取り巻く女神にも，上述したパルナシャバリー女神

と共通する特徴が見られる。

二臂像は頭は月や阿弥陀の化仏で飾られ，手には矢と弓を持つ。身体の

色は白色で，十六才のようである。蛇の飾りや花と果実を混ぜた輪を付け

る。また薄い芝（苔）で覆われた衣と上着と様々な宝石に飾られている。

さらに鹿の皮で上半身を覆い，皮の座に坐している。

この姿には，薄い芝で覆われた衣と上着，蛇の飾りや花と果実を混ぜた

輪，鹿の皮等に見られるように，蛇や鹿の住む山地にくらす種族のイメー

ジが投影されている。またこの二臂像の矢と弓という特徴は，三面六臂の

パルナシャバリー女神と共通する。

次に二臂像の観自在の左右には，各々二尊ずつ女神が説かれている。右

には，空のように淡い青色をした春の女神と，白色をした夏の女神がいる。

これら二尊は 索と鉄の鈎を持ち，木の葉の衣を付ける。また左には，黄

色の秋の女神と赤色の冬の女神とがいる。これらの二尊は，弓と矢を引き，

孔雀の羽の飾りを付ける。

以上の四人の女神にも観自在と同様にパルナシャバリー女神の特徴が見

られる。例えば春と夏の女神の着ける木の葉の衣はその典型的なものであ

る。また春と夏の女神の持つ 索や秋と冬の女神の持つ弓矢は，先に述べ

た四臂や六臂のパルナシャバリー女神の特徴に見い出される。

このように，二臂像とその脇侍の女神たちもまた，パルナシャバリー女

神の図像学的特徴を抽出して作られたものではないかと えられる。しか

し，そこには上述のパルナシャバリー女神には見られない特色を指摘する

ことができる。それは，脇侍の女神たちが春夏秋冬という四季と関係づけ

られている点である。こうした四季の女神を伴う図像構成は，パルナシャ

バリー女神のみならず，葉衣観自在の図像やその曼荼羅にも例を見ないよ
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うである。例えば 阿沙縛抄 に説かれる国王護持のために修される葉衣

鎮宅法には，葉衣観自在を中尊とする曼荼羅が知られているが，そこには

二十八大薬叉等の眷属が説かれているのみで，上述のような季節の女神は

見い出されない。さらに SM 所収の観自在の観想法やインドの観自在の

作例にも現在のところ知られていない。

このように，二臂像は四季を象徴する女神を自らの分身である脇侍とし

て取り込んだ珍しい図像構成をもつのであり，この点にシャバラ族の男の

ようなローカナータの図像学的特色が最もよく表われているようである。

５ ま と め

シャバラ族の人々のイメージは，仏教ではまず女神の姿に投影された。

中でも病魔や死神を調伏するといった，肯定的な意味を付与されたシャバ

ラ族のイメージは，三面六臂のパルナシャバリー女神に最もよく表われて

いる。それは木の葉の束や衣を伴うだけではなく，弓矢等の武器を持ち，

索を持って期剋印を示し，足下に病魔や死神といった障害となるものを

踏みつけている。それは，忿怒の姿で災禍から人々を救う救済尊の職能を

顕著に示している。

他方本稿で広義の葉衣観自在として取り上げた，シャバラ族の男のよう

なローカナータの六臂像は，そのようなパルナシャバリー女神の姿や職能

を色濃く反映している。また二臂像の姿にも六臂像のパルナシャバリー女

神と共通する特徴がみとめられる。

その一方で，二臂像にはパルナシャバリー女神には見当たらない珍しい

図像構成が見られ注目される。それは四季という自然の摂理を女神として

象徴化し，観自在の脇侍，即ち分身として位置付けたものである。これは
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他の葉衣観自在やインド密教の観自在像にも例をみないようであり，この

シャバラ族の男のようなローカナータの特色であるように思われる。

そしてまたこの図像構成は，シャバラ族の人々のイメージに四季という

意味を新たに付与したものと えられる。つまり四季を表わす脇侍の女神

を統合するのは，本尊であるシャバラ族の男のようなローカナータであり，

それはこれらの女神たちと同様に，循環的な自然の摂理を体現するものと

みなすことができるからである。この点に，ヒンドゥー正統派にとって否

定的な意味をもっていた山地種族のイメージを受容し，そこに新たな意義

を創造していった仏教文化の革新的な一側面を見ることができる。

注

⑴ カウティリヤの 実利論 に，略奪者，破壊者としてのアータヴィカ

（atavika）が説かれている。例えば， 林住族は自己の土地に住み，数も多

く，勇敢で，公然と戦い，国土を奪い破壊し，国王と同等の性格を有する

（VIII,4,43）［宮坂 1971:262］［上村 1984:166］。また 実利論 には彼

らに対する懐柔策や利用策も説かれている［宮坂 1971:265-266註(8)］。

⑵ ［飛鷹 1967:226］は， マールカンデーヤ・プラーナ のパルジター註

に シャバラ族はドラヴィダやコーリヤ民族に従い，中央インドやデカン地

方に居住した大変卑賤なる土着種姓である と述べられていることを指摘す

る。また［宮坂 2002:7］は，シャバラ族を，キラータ族やプリンダ族と

ともに非アーリア系の山地種族に分類する。なお マハーバーラタ （XII,

200,39）には，シャバラ族の人々が，南方地域に住む者としてアーンドラ

やマドラ等の人々とともに挙げられている。

⑶ ［山崎 1986:290］は，カウティリヤの 実利論 に 敵国軍 はアー

リヤに指揮されているから，林住族軍よりもすぐれている （IX,2, 18）と

説かれている点に注目し，林住族はヴァルナ制度を基礎とするアーリヤ社会

の枠外に存在する異民族であると指摘する。また［岩本 1975:199］は，

シャバラ族の名は古く， アーイタレーヤ・ブラーフマナ に見え，そこで

はダスユと記されていると指摘する。

⑷ マハーバーラタ （XIII,35,17-18）にはシャバラ族の人々が，ドラヴィ

ダやキラータ族等の人々とともに，シュードラの地位におとしめられたと説
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かれている。

⑸ 例えば［宮坂 1971: 251］は，原始仏教教団には，アーラヴァカ

（alavaka），アーラヴィカー（alavika）と形容される比丘，比丘尼，優婆

塞がおり，彼らは林住種族出身であったと想定する。また［宮坂 1971:

265］は，林住種族の容貌である青黒色の肌，極悪相，ナーガの装飾等が，

大元帥明王像に取り込まれたと指摘する。

⑹ 例えばヒンドゥー神話 女神の偉大さ では，水牛はドゥルガー女神に退

治される魔神として登場するように，ヒンドゥー正統派にとって否定的意味

をもつ。一方水牛の頭は仏教タントリズムの尊格の一つである金剛バイラヴ

ァの顔に取り込まれている［立川 2002:137-138］。

⑺ ［頼富・下泉 1994:232］

⑻ ［岩本 1975:209］

⑼ ［岩本 1975:207-208］

⑽ これらと同様の姿は，チベット 五百尊図像集 の木版画にもみられる

［Tachikawa2000:262,264,265］。

［Clark 1965:287(no.250)］

［Bhattacharyya1968a:197］［頼富・下泉 1994:232-233］

大正大蔵経 no.951.

これと同様の姿は，チベット 五百尊図像集 の木版画にもみられる

［Tachikawa2000:263］。

［Mallmann 1986:300-301］［Bhattacharyya 1968a:196］［頼富・下泉

1994:232-233］

［Mallmann 1986:300-301］［Bhattacharyya 1968a:196］［頼富・下泉

1994:232-233］

東北大学法文学部編 西蔵大蔵経総目録・索引 466番。［飛鷹 1967:

701］

これと同様の姿は，チベット 五百尊図像集 の木版画にもみられる

［Tachikawa2000:261］。

［Clark 1965:287(no.249)］

［Clark 1965:207(6B3)］

これらの一つは［Saraswati1977pl.188］［Banerji1981:pl.XXXIX(b)］

［中村 1988:682］［頼富・下泉 1994:232］に，もう一つは［Saraswati

1977pl.189］に図版が紹介されている。

大正大蔵経 no.1067,vol.20,p.134b.

［石田 1975:101］

167葉衣観自在の図像（佐久間留理子)



大正大蔵経図像第四巻 図像 No.180.

［伊藤 1987:53］

大正大蔵経 no.1100, vol.20, p.448b. 図像学的特徴は［飛鷹 1967:

710］に言及されている。

巻第九十三， 大正大蔵経図像第九巻（二） 図像Nos.37,38.

巻第五十五， 大正大蔵経図像第四巻 図像 No.179.

石山寺所蔵十巻抄第七巻。［鷲尾 1988:図69］

［西岡 1983］

［Monier-Williams1982:1068］

［Monier-Williams1982:1065］

［Lokesh Chandra1959:2241］

Lu140b5-141a3.

なお，この三面六臂の観自在の持つ斧や 索は，漢訳経典や日本の白描図

像集に知られる寂静な姿の四臂の葉衣観自在にも見られる。しかし，全体的

にみれば，この三面六臂の観自在は，この四臂の葉衣観自在よりも三面六臂

のパルナシャバリー女神と多くの共通点をもつ。

Lu 141a6-7に病を治す真言（om ah hrıh sarvavyadhi pratiharana hum
 

phat svaha）と毒を鎮める真言（om ah hrıh mam nagavisa hum phat
 

svaha）が説かれている。

SM 148, 149番， 一字仏頂輪王経 ， リンヘン 131番の四臂像に， 索

が見られる。また弓矢は，SM 148,149番， マーヤージャーラ・マハータン

トララージャ の六臂像に説かれている。

大正大蔵経図像第九巻（二） pp.207-208.

バッタチャルヤ校訂本［Bhattacharyya 1968b］の6-43番に所収。また

SM には，この校訂本に未収録の観自在の観想法もあるが［Sakuma 2002:

134-143,155］，それらにも説かれていない。

［宮治 2001:13-72］
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追記 本稿は，発表原稿に加筆，修正を加えたものである。なお，本稿は葉衣

観自在の図像について，文献資料を中心に 察したものである。本文で取り上

げた作例については遺漏もあろうかと思われるが，それらについては今後の課

題としたい。
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